
ほ
う　
が

（敬称略）

■農業祭農産物品評会受賞者
優秀賞

品　目 副　賞管轄支店 受賞者

恵 那 北 部
蛭 川
大 門
加 子 母
下 野
明 智
中 津 川
蛭 川
中 津 川
大 門
恵 那 西
坂 下
坂 下
恵 那 西
恵 那 西
上 村
福 岡
坂 下
恵 那 北 部
加 子 母

纐 纈 　 経 善
永 冶 　 　 弘
片 田 　 友 彦
所 　 　 隆 二
安 保 　 　 守
安 藤 　 登 夫
小 木 曽 　 悟
田 口 　 辰 夫
伊 藤 　 光 輝
三　 尾 　 　 智 恵 子
田 辺 　 兼 光
吉 村 　 幸 子
塚 本 　 　 剛
安 田 　 訓 惟
伊 藤 　 勝 子
後 藤 　 順 一
赤 座 　 太 助
森 　 晃
遠 藤 　 　 知
宮 本 　 弘 一

　 米 　
黒 豆
ト マ ト
ト マ ト
な す
ブロッコリー
か ぶ
大 根
丸 大 根
赤 か ぶ
白 菜
ネ ギ
サ ツ マ イ モ
里 芋
自 然 薯
蒟 蒻 芋
　 柿 　
　 栗 　
ゆ ず
し い た け

（敬称略）優良賞
品　目 管轄支店 受賞者

※優良賞の土地利用型農業・複合経営の部については対象者はございません。

※土地利用型農業・畜産・複合経営の部については対象者はございません。

（敬称略）

岩　村

岩　村 安藤　　忍

三園　了三

野菜の部

果樹特産の部

品　目 管轄支店 受賞者

■新人賞受賞者

落　合 田口　勝徳 中津川市長賞

蛭  川 村瀬　信治 岐阜県議会議長賞

蛭  川 永冶　兼明 ＪＡ組合長賞

明　智 川上　 瑛 恵那市長賞

福　岡 志津  　健

明　智 中垣　幸司

中津川 熊谷　晴夫

坂　下 吉村　繁美

上  村 中根　義治

付　知 (株)横山畜産

ー ー

ー ー

下　野 古田　幸人

岐阜県知事賞

部　門

土地利用型
農業の部

野菜の部

果樹
特産の部

畜産の部

複合経営の部

管轄支店 受賞者 副　賞
優 秀 賞

■農畜産物農業経営コンクール受賞者

管轄支店 受賞者　
優 良 賞

（敬称略）

　　

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

農
産
物
品
評
会

収穫した茎

全体の育ち方

粗大堆肥

油かす・化成肥料

畝間の通路部分を中耕しながら施肥

畝上に土を大きく盛り上げ防寒する

5～6cm

葉が完全に黄変したら
地上部を刈り取る

地
上
部

地
下
部

●1011 ● JAひがしみの

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
野
菜
の
中
で
は
長
命

で
、
一
度
植
え
れ
ば
数
年
は
収
穫
が
楽
し

め
ま
す
。
毎
年
良
い
収
穫
物
を
得
る
に
は
、

冬
の
適
切
な
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

　

若
芽
の
収
穫
を
一
定
日
数
で
打
ち
切
り
、

芽
を
伸
ば
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、
葉
が
開

い
て
丈
が
伸
び
、
葉
の
光
合
成
作
用
が
旺

盛
に
行
わ
れ
、
秋
に
な
る
と
同
化
養
分
が

ね
に
蓄
え
ら
れ
、
１１
月
〜
12
月
に
は
株
全

体
が
休
眠
に
入
り
ま
す
。
霜
が
３
〜
４
回

降
り
る
と
葉
の
黄
化
が
進
み
、休
眠
は
い
っ

そ
う
深
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
先
の
手
入
れ
で
大
事
な
こ
と

は
、
葉
が
完
全
に
黄
変
し
、
休
眠
が
深
ま
っ

て
い
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
地
際
か
ら
５

〜
６
㎝
上
の
と
こ
ろ
で
葉
を
刈
り
取
り
ま

す
。
こ
の
枯
れ
葉

に
は
茎
枯
れ
病
な

ど
の
病
原
菌
が
付

い
て
い
る
の
で
、

落
ち
枯
れ
葉
と
共

に
畑
の
外
に
持
ち

出
し
、
焼
却
ま
た

は
廃
棄
し
ま
す
。

こ
の
処
置
が
不
十

分
だ
と
、
病
原
菌

が
茎
葉
の
中
で
越
冬
し
、
翌
年
の
発
生
源

に
な
る
か
ら
で
す
。
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

か
き
集
め
て
処
分
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

こ
れ
ら
病
害
が
発
生
す
る
と
、数
年
た
っ

た
大
株
で
も
枯
死
し
、
大
減
収
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

茎
葉
を
き
れ
い
に
片
付
け
た
な
ら
、
ま

ず
株
元
に
多
く
の
土
寄
せ
を
し
て
い
た
場

合
に
は
、
土
を
畝
間
に
残
し
ま
す
。
土
寄
せ

が
少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
畝

間
の
通
路
部
分
を
中
耕
し
な
が
ら
、
畝
の

両
側
に
深
め
の
施
肥
溝
を
作
り
、
そ
の
中

に
粗
大
堆
肥（
発
酵
度
は
中
程
度
）と
油
粕
、

緩
行
性
の
化
成
肥
料
を
施
し
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
根
株
を
深
く
埋
め
る
よ
う
に
し
、

畝
上
に
土
を
大
き
く
上
げ
て
お
き
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
根
株
を
冬
の
寒
気
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
い

地
域
ほ
ど
土
を
大
き
く
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
て
越
冬
後
の
３
月
こ
ろ
、芽
の
萌
芽

に
支
障
の
な
い
程
度
に
土
を
取
り
除
き

（
寄
せ
土
戻
し
）、
畝
間
に
土
を
落
と
し
ま
す
。

こ
の
と
き
に
春
の
追
肥
と
し
て
、
化
成
肥
料

や
有
機
配
合
の
肥
料
な
ど
を
、
１
株
当
た
り

各
大
さ
じ
３
杯
程
度
を
目
安
に
与
え
て
お

き
ま
す
。
再
三
土
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

地
面
付
近
に
落
ち
て
い
た
雑
草
の
種
子
の

発
芽
を
抑
え
ら
れ
、
翌
年
の
除
草
の
手
間
が

省
け
ま
す
。

　

栽
培
年
数
が
長
く
な
り
、
株
元
の
根
系
が

過
密
に
な
り
、
株
全
体
が
浮
き
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
冬
の
休
眠
中
に
株
全
体
を
掘

り
上
げ
、
分
割
し
て
他
の
畑
に
、
株
間
を
広

げ
て
植
え
替
え
る
こ
と
で
、
再
び
勢
い
は
回

復
す
る
で
し
ょ
う
。

県 知 事 賞
県 議 会 議 長 賞
中 津 川 市 長 賞
恵 那 市 長 賞
Ｊ Ａ 組 合 長 賞

明 智
落 合
福 岡
明 智
坂 本
下 野
中 津 川
付 知
下 野
加 子 母

井 口 　 英 博
鈴 木 　 立 身
長 瀬 　 正 浩
根 崎 　 勝 秋
土 屋 　 智 稔
農事組合法人 はちたか
伊 藤　悠美子
熊 谷 　 政 光
杉 浦　千代子
三 浦 　 篤

ト マ ト
　 米 　
里 芋
白 菜
　 栗 　
ブロッコリー
か ぶ
大 根
ネ ギ
し い た け

冬
の
手
入
れ
が
翌
年
の
出
来
を
決
め
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

2018年
12月

情報

2018年
12月

　

第
１４
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
で
行
わ
れ
た
「
農
業
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
「
農
産
物
品
評
会
」
に
お
い
て
、
各
部
門
の
受
賞
者

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。　

　
東
美
濃
管
内
の
農
業
振
興
と
安
全
・
安
心
、

健
康
志
向
等
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

中
で
、
栽
培
お
よ
び
飼
養
技
術
の
向
上
と
農

業
経
営
の
安
定
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
た
「
新
人
賞
」
も

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
東
美
濃
管
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
品

質
を
高
め
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
好
ま
れ
る

農
産
物
作
り
に
よ
り
、
東
美
濃
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
ま
す
。

第
１４
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

「
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
農
産
物
品
評
会
」
結
果
発
表

　

ク
リ
栽
培
に
関
す
る
基
本
知
識
及
び
技
術

習
得
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
一
緒
に
ク
リ
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？

日
程

　

平
成
３１
年
１
月
６
日（
日
）
、９
日
（
水
）、

　

13
日
（
日
）
、
16
日
（
水
）　

時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

会
場

　

６
日
、
９
日

　

中
津
川
市
苗
木　

棚
垣
ク
リ
園

　

13
日
、
16
日

　

恵
那
市
長
島
町
久
須
見　

水
野
ク
リ
園

講
師

　

６
日
、
９
日　

中
津
川
市
栗
振
興
会

　

13
日
、
16
日　

恵
那
市
栗
栽
培
振
興
会

定
員

　

各
日
20
名
程
度

参
加
費

　

無
料

持
ち
物

　
剪
定
バ
サ
ミ
、
剪
定
ノ
コ
ギ
リ
、
軍
手
、
脚
立

※
昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
下
さ
い
。

※
４
日
間
と
も
同
じ
講
習
内
容
で
あ
る
た

　

め
、
お
１
人
様
１
会
場
の
み
受
講
可
能

　

と
い
た
し
ま
す
（
各
会
場
毎
、
定
数
未

　

満
の
場
合
に
限
り
複
数
会
場
の
受
講
が

　

可
能
と
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
先

　

恵
那
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課

　
　

0
5
7
3（
2
6
）1
1
1
1

　

（
内
線
3
8
8
）

申
し
込
み
締
切
日

　

平
成
３0
年
12
月
19
日
（
水
）

「
ク
リ
基
本
技
術
講
習
会
」

の
ご
案
内


